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0.2 ms、1.0 msの 3種類の刺激持続時間から異なる 2つを組にして 1試行とした。それぞれ
の持続時間による最大上刺激、もしくは最大刺激を後述のパターンでそれぞれ順に与え、ど
ちらが痛いかを申告してもらった。脛骨神経刺激では、Paradigm A）最大上刺激の単発刺激、
B）最大刺激の 1 Hz 5発連続刺激、の 2パターンで刺激、正中神経刺激では、最大上刺激の
1 Hz 5発連続刺激で刺激した。前後を入れ替えたものも含めてランダムに計 6試行を行った。
2つの持続時間の痛みの差をスコア化し、持続時間ごとに合計してペア T検定で比較した。 
【結果】全被検者の痛みスコアを平均すると、脛骨神経では Paradigms A、Bのいずれの方
法でも 0.2 msにおける痛みが有意に最小であった。また、0.05 msの持続時間では、最大上
刺激に要する刺激強度は非常に大きく、健常者でも 80 mAに近くなることがあった。正中神






いられている 0.2 msの刺激持続時間が最も適切であると考えられた。 
 
 
 
 
